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問題と目的

現代では、女性の高学歴化が進んでおり、女性

の大学進学率は50％近くまで上昇している。女性

の就業率も66.0％まで上昇し、女性の労働力率の

特徴とされてきたM字カーブは、窪みが大幅に

浅くなり、全体的に上方にシフトしている （内閣

府男女共同参画局，2018）。しかし、女子大学生

のキャリアプランに関する研究を見ると、松並・

西尾 （2018） では、関西の大学、短期大学の女子

大学生500名のうち、専業主婦や、結婚・出産を

機に就業中断を希望している者が52.5％と、半数

を超えている。呉 （2017） の 4年制大学の女子大

学生を対象とした調査においても、3割以上の者

が就業中断を希望しており、高学歴化や女性の社

会進出に反して伝統的な性別役割分業意識は根強

く残っている。また、女性の就業率は 7割近くま

で上昇しているが、非正規労働者の約 7割が女性

であること （総務省統計局，2018） や、男性正社

員の給与水準を100としたときの女性正社員の給

与水準が約75であること （内閣府男女共同参画

局，2018） など、男性に比べ女性の就業状況には

多くの課題がある。

また、晩婚化が進んでおり、女性の平均初婚年

齢が29歳であることや、50歳時の未婚率が14.1％

まで上昇していることから （内閣府，2019）、女子

大学生は就職活動を行う上で長期的なキャリアプ

ランを考慮する必要がある。しかし、女子大学生

にとって身近なキャリア選択は就職であり、加え

て晩婚化が進んでいることから、結婚を含めた具

体的なキャリアプランを女子大学生に問うことは

難しい。そのため、長期的なキャリアプランを考

慮する際に重要となる、職業選択の様相を明らか

にする必要があると考えられる。

職業選択に関する研究が多くなされてきた中、

職業観は、進路指導やキャリア教育において重視
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されている。浦上 （2015） は、職業観を「職業の

持つ経済的、個人的、社会的側面に対する重要性

の認識」とし、3つの側面それぞれに対する重要

性の認識の程度と、そのバランスからいくつかの

タイプを導くことができるとして、職業観尺度を

作成した。3側面はそれぞれ、勤労の代償として

生活のための収入を得るという経済的側面、（適

材適所の考え方により） 個性をいかし社会に寄与

するという個人的側面、社会の構成員として分担

する役割を果たすという社会的側面と定義されて

いる。また、この尺度を用いて職業観と職業不決

断傾向との関連を検討し、職業観は職業決断に影

響することを明らかにした。

職業選択を行う上で重要なもう一つの要因とし

て、職業価値観があげられる。職業価値観とは、

職業における価値的な側面とされており （三井，

1991）、大卒・短大卒女性の就労行動は仕事のど

のような側面に価値を置いているかに影響される

として （森永，1997）、職業行動の決定要因として

位置づけられている。菰田 （2006） は、それまで

職業の適性や経済的な自立など伝統的な職業価値

観を扱う研究が多かったのに対し、職業行動や職

業意識が多様化した現在では伝統的な価値観から

だけでは青年の職業選択行動に迫ることは難しい

とし，自己価値，社会的評価，労働条件，人間関

係，組織からの独立という 5因子からなる大学生

の職業価値観の構造を明らかにした。さらに職業

価値観と職業選択行動との関連を検討し、職業価

値観における社会的評価の低さとフリーター選択

が、また、職業価値観が高く自分の希望を持つ

ことがモラトリアム志向に結びつくとの知見を示

した。

一方、大学生の職業選択とアイデンティティ発

達の関連に関する研究が多くなされている。下山

（1986） は、大学生の職業未決定とアイデンティ

ティ確立との関連を検討し、職業決定に関して混

乱傾向や未熟傾向が強いほど、自分の未確立が予

測されるのに対し、模索傾向や決定傾向が強いほ

ど、逆に自分の確立の進展が予測されること、さ

らに、職業未決定の状態から、自分の確立を予測

できることを示唆した。また高村 （1997） は、進

路探求とアイデンティティ探求との相互プロセス

について検討し、進路探求とアイデンティティ探

求は相互に作用しながら、活発に探求プロセスが

進められていく可能性を示した。中間・杉村・畑

野・溝上・都筑 （2015） によると、Marcia, J. E. 

（1966） は、アイデンティティ発達過程について

アイデンティティ・ステイタスの移行過程を用い

て検討し、アイデンティティ・ステイタスを、

「自分のアイデンティティに関する事柄 （たとえ

ば職業についての意識や宗教的・政治的信念な

ど） について問いただし探求する経験 （危機） が

あったか否か、また、現在コミットメント （自分

が積極的に傾倒できると感じられるもの） を有し

ているか否かの二つの観点によってとらえられる

ものである」と定義した。さらに研究が展開さ

れ、アイデンティティ達成のステイタスに至るこ

とがゴールではなく、達成後にモラトリアムへの

移行が起こり、再びアイデンティティ探求が展開

されるなど、アイデンティティ達成のステイタスか

ら別のステイタスへの移行が起こっているとされ

（Stephen et al. 1992）、探求の過程も “広い探求”

と“深い探求” という二つの次元に分けられた

（Grotevant, 1987）。日本においても加藤 （1983）

の自我同一性地位判別尺度を始め、アイデンティ

ティ発達を捉える尺度が多く開発されている。中

間他 （2014） は、アイデンティティ発達過程を広

く検討する上で、コミットメント形成の過程とコ

ミットメント形成後にそれを維持・熟考していく

過程の双方をとらえることのできる点で有用であ

るとして、Luyckx et al. （2008） によって開発され

た多次元アイデンティティ発達尺度 （DIDS） の日

本語版を作成した。DIDSは、二つのコミットメ

ント次元である「コミットメント形成」、「コミッ

トメントとの同一化」と、二つの探求次元である

「広い探求」、「深い探求」、そして「反芻的探求」

の次元から成る、アイデンティティ発達の様相を

多次元的に捉えるものである。

以上から女性の生き方が多様化した現代におい

て女子大学生は就職活動を行う上で長期的なキャ

リアプランを検討する必要があり、その考慮の際

には、自分の職業観や職務価値を考慮することが

重要であると考えられる。そこで本研究では、就

職について具体的に検討し始めると想定される大

学 3、4年生女子を対象として、彼らの職業観と

職務価値について把握することを第 1の目的とす

る。さらに、女子大学生のアイデンティティ発達

と職業観、職務価値の関連を検討することを第 2
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多次元アイデンティティ発達尺度 （DIDS）

現時点でどの程度アイデンティティが発達して

いるかを測定するために、中間ら （2015） が作成

した多次元アイデンティティ発達尺度 （DIDS） 日

本語版全25項目を使用した。DIDSは、「コミッ

トメント形成 （5項目）」「コミットメントとの同

一化（5項目）」「広い探求 （5項目）」「深い探

求 （5項目）」「反芻的探求 （5項目）」の 5下位尺

度から構成されている。回答は、「1 .あてはまら

ない」から「5 .あてはまる」の 5件法で求めた。

職務価値

菰田（2006）の職業価値観尺度や女性のための

転職サイトの総合職・一般職の条件を参考に独自

に作成した全 8項目を使用した。職業を選択する

際に、どのような条件を重視するか、自分の考え

に最も近いものを選ぶよう求めた。回答は、

「1 .全く重視しない」から「7 .非常に重視する」

の 7件法で求めた。また、8項目のうち、重視し

た項目 （高い数字のもの） に 1から 3番まで順位

をつけるよう求めた。

結　果

有効回答者

有効回答者は19歳～24歳の201名、平均年齢

は21.03歳 （SD＝ .84） であった。

職業観の実態

職業観を測定する尺度について最尤法・

Promax回転による因子分析を行った。固有値の

変化は2.816、1.897、1.324、.684…であり、3因

子構造が妥当であると考えられた。因子パターン

と因子間相関をTable 1に示した。浦上 （2015） を

参考に、第 1因子を「個人・社会的側面」

（α＝ .85）、第 2因子を 「経済的側面」 （α＝ .74）、

第 3因子を「非家庭志向」 （α＝ .73） とした。因

子ごとに項目の回答得点を加算し、項目数で割っ

た値を下位尺度得点とした。それぞれの下位尺度

得点は 「個人･社会的側面」 はM＝3.68、SD＝ .82、

「経済的側面」はM＝4.64、SD＝ .50、「非家庭志

向」はM＝3.23、SD＝ .99と、理論的中間点の 3

より高く、特に「経済的側面」が高かった。職業観

における経済的側面が重要であることは当然であ

るといえるだろう。

の目的とする。

本研究の第 2の目的についての仮説は以下の通

りであった。仮説 1として、アイデンティティが

達成されている者は、コミットメントを有し探求

する経験を持つが，探求の負の側面である反芻的

探求は低いと位置づけられることから、職業観と

職務価値の関連に特定の傾向があるだろう。仮説

2として、アイデンティティが拡散している者

は、コミットメントをもたず探求する経験も持た

ないと位置づけられることから、職業観と職務価

値とに関連はないだろう。

方　法

調査対象者および調査時期

都内の大学生女子 （3年生および4年生） を調査

対象とした。2019年7月から10月に実施した。

調査方法および調査内容

個別記入方式の質問紙調査を実施した。大学内

のホームルームや講義時間に集団実施し即時回収

した。その他複数の大学の女子大学生に個別に配

布し、後日個別回収の形式で実施した。また、質

問紙の冒頭に無記名であること、結果は統計的に

処理を行い個人が特定されない形で処理を行うな

ど倫理に関する説明事項を記載し、同意した場合

のみ記入を求めた。本研究は、昭和女子大学倫理

審査委員会の承認を受けて実施した （承認番号

19-22）。

調査内容

質問紙は以下の尺度、および調査協力者の属性

についての質問項目で構成した。

職業観尺度

職業の持つ経済的・個人的・社会的側面に対す

る重要性の認識を測定する職業観尺度 （浦上，

2015） 6項目に、家庭志向を測定する 2項目 （百

瀬 （2009） の「個」として生きる志向の「母親・

妻以外の生き方」を参考に作成） を追加した全 8

項目を使用した。それぞれの意見について、自分

の考え方に最も近いものを選ぶよう求めた。回答

は、「1 .全くそうは思わない」から「5.強くそう

思う」の 5件法で求めた。
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あるほど、職業を、個性を生かし社会に寄与した

り、社会の一員として分担する役割を果たすもの

と考え、生活のための収入を得るものとしてはあ

まり考えないことが見出された。

多次元アイデンティティ発達得点による類型

就職活動に取り掛かると想定される大学 3、4

年生女子には、多次元アイデンティティ発達にど

のような特徴を持つ群が存在するのかを明らかに

するために、多次元アイデンティティ発達尺度の

5つの下位尺度得点を標準化したものを用いて、

Ward法 （ユークリッド平方距離） による類型化を

実施した。

得られたクラスターを比較し、解釈可能性を重

視しながら、2クラスターの解を選択した。クラ

スター 1は中間ら （2014） の 5つのクラスターの

うち、無問題化型拡散群と拡散型拡散群の中間の

特徴が表れており、「反芻的探求」のみが高く、

特に「コミットメント形成」と「コミットメント

との同一化」が低かったため「拡散群」とした。

クラスター 2は達成群と類似しており、「反芻的

探求」のみが低く、特に「コミットメント形成」

「コミットメントとの同一化」が高かったため

「達成群」 とした （Figure 1）。拡散群は120名、達

成群は78名と、拡散群が達成群の1.5倍の人数と

職務価値の実態

職務価値について最尤法・Promax回転による

因子分析を行った。固有値の変化は2.316、1.751、

1.392、.880…であり、3因子構造が妥当であると

考えられた。因子パターンと因子間相関をTable 

2に示した。第 1因子を「チャレンジ志向」

（α＝ .75）、第 2因子を「労働条件」 （α＝ .68）、

第 3因子を「職場環境の安定」 （α＝ .66） とし

た。や低いが信頼性は許容範囲内であった。因子

ごとに項目の回答得点を加算し、項目数で割った

値を下位尺度得点とした。それぞれの下位尺度得

点は、「チャレンジ志向」 はM＝4.81、SD＝1.20、

「労働条件」はM＝5.55、SD＝ .88、「職場環境の

安定」はM＝5.44、SD＝1.12と理論的中間点の

4より高く、特に「労働条件」と「職場環境の安

定」が高く、多くの者が重視していた。

職業観と職務価値の関連

職業観と職務価値の関連について相関係数を算

出した （Table 3）。その結果、職務価値の「チャ

レンジ志向」は「個人・社会的側面」と有意な中

程度の正の相関 （r＝ .51、p<.01） を、また「経

済的側面」と有意な弱い負の相関  （r＝ .-20、

p<.01） を示した。職業選択においてキャリア

アップの見込みを重視するなどチャレンジ志向で

Table 1　職業観を測定する尺度の因子分析結果 （最尤法、Promax回転）



女子大学生の職業観と職務価値

35

Table 2　職務価値の因子分析結果 （最尤法、Promax回転）

Table 3　職業観尺度と職務価値の下位尺度間相関

Figure 1　多次元アイデンティティ発達得点によるクラスター分析

拡散群 （n＝120） 達成群（n＝78）
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れた （Table 4）。達成群においては有意な相関は

見出されなかった （Table 5）。したがって、アイ

デンティティが拡散している者は、職務価値にお

いて「チャレンジ志向」を重視するほど職業観の

「個人・社会的側面」を重視し、「職場環境の安

定」を重視するほど、「非家庭志向」を重視して

いないことが明らかになった。また、アイデン

ティティが達成されている者は、職業観と職務価

値には関連がないということが明らかになった。

なった。

多次元アイデンティティ発達の類型別職業観と職

務価値の関連

クラスター別に職業観と職務価値の関連をみる

ために相関係数を算出した。その結果、拡散群に

おいては、「チャレンジ志向」と「個人・社会的

側面」で有意な中程度の正の相関 （r＝ .62、

p<.01）が、「職場環境の安定」と「非家庭志向」

で有意な弱い負の相関 （r＝ -.21、p<.05） が示さ

Table 4　職業観と職務価値の下位尺度間相関 （拡散群）（n＝118～120）

Table 5　職業観と職務価値の下位尺度間相関 （達成群）　　（n＝76～78）

Table 6　重視するとして選択した項目数による職務価値 2類型
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2）経済的側面に関する職業観

「経済的側面」について、アイデンティティ発

達類型と職務価値類型を要因とする 2要因分散分

析を行った。その結果、職務価値類型の主効果が

5％水準で有意であったが、アイデンティティ発

達類型と職務価値類型の交互作用は見られなかっ

た （F＝0.93, ns）。職務価値類型については安定

志向群のほうがチャレンジ志向群よりも高かった

（F＝4.29、p<.05）。したがって、職業選択におい

て安定志向の者はチャレンジ志向の者に比べ、職

業において「経済的側面」を重視することが明ら

かになった。

3）非家庭志向に関する職業観

「非家庭志向」について、アイデンティティ発

達類型と職務価値タイプを要因とする 2要因分散

分析を行った。その結果、職務価値類型の主効果

が5％水準で有意であったが、アイデンティティ

発達類型と職務価値類型の交互作用は見られな

かった （F＝0.69, ns)。職務価値類型の安定志向

群のほうがチャレンジ志向群よりも高かった

（F＝6.61、p<.05）。したがって、職業選択におい

て安定志向の者はチャレンジ志向の者に比べ、非

家庭志向が強かった。職業選択におけるチャレン

ジ志向と子育て・家庭中心のライフスタイルを志

向しないこととは一義的にはつながっていないこ

とが示された。

考察と今後の課題

本研究では、まず、大学 3、4年生女子の職業

観と職務価値の実態を把握し、次に、女子大学生

のアイデンティティ発達と職業観、職務価値の関

連を検討することを目的とした。

職業観については、職業は生活するために収入

を得ることが重要であるとする「経済的側面」を

多くの者が重視している結果となった。また、職

業選択時に重視することとして捉えた職務価値に

ついても、年収や労働時間といった「労働条件」

が最も重視されており、就職について検討し始め

る大学 3、4年生女子が、生計を立てることや、

そのための年収等の現実的な条件を重視している

ことは当然であるといえるだろう。

職業観と職務価値の関連については、職務を選

択する際に、得られる経験の多様性やキャリア

重視するとして選択した項目数による職務価値２

類型

職務価値の 8項目のうち、重視するとして選択

された 3項目が、「チャレンジ志向」「労働条件」

「職場環境の安定」のどれにあたるかの回答分

布、および調査協力者の人数のバランスを踏まえ

て、2群に分類した （Table 6）。1つは、チャレン

ジ志向を職場環境の安定よりも多く選択した

「チャレンジ志向群」 （n＝93、 両者が同数であった

者 1名を含む）、もう 1つは、逆に、職場環境の

安定をチャレンジ志向より多く選択した「安定志

向群」である （n＝107、 労働条件のみを選択した

者 1名を含む）。

多次元アイデンティティ発達類型と職務価値２類

型別に見た職業観    

1）個人・社会的側面に関する職業観

職業観の「個人・社会的側面」得点に関し、ア

イデンティティ発達類型（拡散群・達成群）と職

務価値類型 （チャレンジ志向・安定志向） を要因

とする 2要因分散分析を行った。各群の平均値と

標準偏差をTable 7に示した。その結果、アイデ

ンティティ発達類型と職務価値類型の主効果がそ

れぞれ 1％水準で有意であり、アイデンティティ

発達類型と職務価値の交互作用が 5％水準で有意

であった （Table 8）。アイデンティティ発達の主

効果については、拡散群よりも達成群のほうが、

職務価値の主効果については安定志向群よりも

チャレンジ志向群のほうが、「個人・社会的側面」

得点の平均が高かった。したがって、アイデン

ティティ発達が達成されている者のほうが拡散し

ている者よりも個人・社会的側面を重視してお

り、職務価値がチャレンジ志向の者のほうが安定

志向の者よりも個人・社会的側面を重視してい

た。

アイデンティティ発達類型の拡散群では単純主

効果が 1％水準で有意であり、個人・社会的側面

の平均は安定志向群よりもチャレンジ志向群のほ

うが高かった。達成群においては有意差が見られ

なかった （Figure 2）。したがって、アイデンティ

ティが拡散している群では、職務選択において

チャレンジ志向の者は安定志向の者に比べ、職業

において「個人・社会的側面」を重視することが

あきらかとなった。
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のアイデンティティ発達の類型化を行った結果、

2クラスターに分類された。中間ら （2014） では

5クラスターであったのに対し、本研究で 2クラ

スターとなった理由としては、中間ら （2014） と

比べると調査協力者が少なかったことと、調査協

力者が女子大学生のみで、男子大学生を含まな

かったこと、調査対象者の学年を 3、4年生に限

定したことなどがあげられる。この 2類型、アイ

デンティティ発達における拡散群と達成群別に職

業観と職務価値の関連について検討した結果、ア

イデンティティが拡散している者は、職務価値に

アップの見込みを重視するチャレンジ志向である

ほど、個性をいかすことや社会での役割を果たす

といった個人・社会的側面を重視し、職業におけ

る経済的側面は重視しないことが示された。これ

は、職業選択において多くの経験を得られること

やキャリアアップといったチャレンジすることを

重視するほど、職業を自分自身の力を生かしたり

社会に貢献したりする手段として位置づけるほ

ど、金銭を得るという直接的な対価を得るような

側面の価値が下がっていくと推測できる。

就職活動に取り組み始める大学 3、4年生女子

Table 7　職業観の個人・社会的側面に関する 2要因分散分析の平均と標準偏差

職務価値類型

チャレンジ志向 安定志向

アイデンティティ
発達類型

拡散群

n 51 68
平均  3.79  3.17

標準偏差 　.79. 　.86

達成群

n 41 36
平均  4.16  3.97

標準偏差 　.46. 　.59

Table 8　職業観の個人・社会的側面に関する 2要因分散分析

Figure 2　アイデンティティ発達類型・職務価値類型別にみた「個人・社会的側面」の平均値

拡散群

達成群
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達が拡散しているということは、自分が今後傾倒

していきたいことが明確となっておらず、自分が

どういう人生を進みたいのか考えている段階であ

る。したがって、自分が何に傾倒したいかは定

まっていないが、チャレンジしていきたいと考え

ている者は、職業を自分の力を発揮したり社会に

貢献したりする手段としたいと望んでいる様子が

伺え、現代の女性を取り巻く環境の中では、この

希望を実現することが難しいため、今後の人生を

現実的に模索し、決めていくことが困難になって

いると考えられる。以上から、アイデンティティ

が拡散している者は職業観と職務価値の関連が見

られ、仮説2は支持されなかった。また、上記を

踏まえると、仮説とは逆の傾向があることが明ら

かになった。

その他、職務価値が「安定志向」であるほうが

「チャレンジ志向」の者よりも「経済的側面」を

重視し、「非家庭志向」が強いことが明らかに

なった。キャリアアップや、多様な経験を積むな

どチャレンジしていきたい者は、前述したように

職業において自分の力を発揮し、社会で自分の役

割を果たしたいという希望を持っている様子が窺

えるが、「安定志向」の者は、生計を立てたり、

お金を得たりという職業の経済的な側面を重要と

しており、具体的な数字で見えやすいもので、労

働の直接的な対価となるものが働く動機となりや

すいと考えられる。

今後の課題としては、アイデンティティ発達の

類型に関しては、中間ら（2014）では5類型に分

類されたが、本研究では2類型となった。そのた

め、特に拡散群において、質が異なる者が混在し

ている可能性が想定される。拡散群の様相をより

詳細に検討することで、アイデンティティの達成

／拡散の様相に応じたキャリア支援につながると

考えられる。

付　記

本論文は、第一著者が昭和女子大学大学院生活

機構研究科に提出した修士論文（2019年度） を再

構成したものである。

おいて「チャレンジ志向」を重視するほど職業観

の「個人・社会的側面」を重視し、「職場環境の

安定」を重視するほど、「非家庭志向」でなくな

る （＝家庭志向である） ということが明らかに

なった。また、アイデンティティを達成している

者は、職業観と職務価値には関連がないというこ

とが明らかになった。以上から、アイデンティ

ティを達成されている者は、職業観と職務価値の

関連はなく、それぞれ独自の価値観や、働く意味

を持っていることが窺える。アイデンティティが

拡散している者は、職業選択において、キャリア

アップや様々な経験を得られるといったチャレン

ジできる条件を重視するほど、職業を自分の力を

発揮したり、社会に貢献したりする手段として職

業を位置づける様子が窺えた。また、転勤や部署

の異動の有無など職場環境の安定を重視するほ

ど、家庭中心に生きたいという家庭志向が強くな

るというよりは、家庭中心で生きていきたいとい

う志向が強いほど、その理想のライフスタイルに

合わせて過ごしやすいよう、職場環境の安定を重

視しやすくなるのではないかと考えられる。アイ

デンティティが拡散している者はこれらの職業へ

の理想がはっきりしているからこそ、その理想に

囚われて現代の女性を取り巻く環境では現実的な

自分の人生をイメージしにくくなっているのでは

ないかと考えられる。

多次元アイデンティティ発達類型と職務価値類

型別に職業観を検討した結果、アイデンティティ

が達成されている者のほうが、「個人・社会的側

面」を重視し、職務価値が「チャレンジ志向」の

者のほうが「個人・社会的側面」を重視すること

が明らかになった。自分が傾倒していくことが定

まったアイデンティティを達成している者や、経

験やキャリアを積むなどチャレンジしていきたい

者は、職業において自分の力を発揮し、社会で自

分の役割を果たしたいという希望を持ちやすくな

ると考えられる。しかし、達成群においては職業

観と職務価値に有意な相関がみられなかったこと

から、アイデンティティが達成されている者は、

職業観と職務価値の関連はないと考えられ、仮説

1は支持されなかった。

また、アイデンティティ発達が拡散している者

は、「チャレンジ志向」の者のほうが「個人・社

会的側面」を重視していた。アイデンティティ発
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